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いわゆる ｢敬語の誤用｣ について
｢おられる｣ という表現を中心に
近 藤 雅 之
１. はじめに
日本語における敬語表現の中には､ 文法上あるいは語の性質上誤用とされる表現が存在
する｡ 一方で､ 誤用であると指摘されながら､ 日常の場やメディアなどで一般的に使われ
ている表現も存在する｡ 本稿では､ 上記の例として ｢おられる｣ という表現 (謙譲語動詞
｢おる｣ に尊敬の助動詞 ｢れる｣ を付すのは誤用としばしば指摘される) に注目し､ この
表現が誤用と言えるのかを検討するともに､ 正用／誤用の判断のみならず､ ｢おられる｣
という表現について､ 実際の使用実態に即して再定義を行う｡
２. ｢おられる｣ という表現に関する既存の見解
｢おられる｣ という表現に対し､ 否定的/肯定的な立場の両方が存在する｡ そして､ それ
は学術論文のみならず､ 一般書の中でも言及されることがある｡
本節では､ 一般書および学術論文それぞれにおいて､ ｢おられる｣ がどのように論じら
れてきたかを整理する｡ その上で､ ｢おられる｣ のどのような性質が議論の対象となって
いるかについても整理することで､ 本稿における ｢おられる｣ の調査方針を示すことにつ
なげることとする｡
２. １. 一般書における ｢おられる｣ の扱い
一般の書店で販売される書籍の中で､ ｢おられる｣ について言及されているものについ
て､ その主張を否定派と肯定派に分けて整理する｡ 主張の整理にあたって､ 各書籍を年代
順に並べ､ ｢おられる｣ を否定／肯定する根拠を併せて記述することとする｡ なお､ 引用
箇所の傍線については､ 全て本稿著者によるものである｡
２. １. １. ｢おられる｣ に否定的な立場の主張
①辻村敏樹ら編 『敬語の用法』 (1991)
本書は､ 敬語表現を網羅的に記載し解説する辞書である｡ ｢おる｣ の項における､ ｢参考｣
として以下のような記述がある｡
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｢おられる｣ という言い方については､ ｢おる｣ を謙譲語としてみるか美化語(１)として
みるかによって誤用､ 正用の見解がわかれるが､ まだ違和感をもっている人もいるこ
とを念頭においておくほうが無難だろう｡
以上の記述から､ 本書では ｢おられる｣ という表現を積極的に使うべきではないとして
いるということが読み取れる｡
②関根健一 『ちびまる子ちゃんの敬語教室』 (2007)
｢××さんはおりますか｣ という相手目当ての文で ｢おる｣ を用いるのは失礼だとしつ
つ､ ｢『おられますか』 ならよさそうに聞こえるけど､ 謙譲語 (おる) に尊敬語 (れる) を
くっつけるのはちょっとおかしいと感じる人もいます｣ との記述がある｡
また､ 続けて ｢『いらっしゃいますか』 の言い方も､ 覚えておこうね｣ との記述もある｡
③大嶋利佳 『強くて品のある敬語のレッスン 言葉の美意識を身につける』 (2008)
｢おられる｣ について､ ｢謙譲語と尊敬語がまざったヘンな言葉です｣ ｢謙譲語に 『～れる､
～られる』 をつけても尊敬語にはなりません｣ としている｡
その上で､ ｢『部長の山田様はいらっしゃいますか？』 とするのが正解です｣ としている｡
④梶原しげる 『すべらない敬語』 (2008)
本書では､ ｢平成十六年度国語に関する世論調査｣ を引用し､ ｢おられる｣ が一般に許容
されている事実について言及している｡ 一方､ 2007年の ｢敬語の指針｣ において､ ｢おる｣
が ｢丁重語 (謙譲語Ⅱ)｣ と定義されたことに触れ､ (“謙譲語＋尊敬語”の形を取る) ｢お
られる｣ が誤用であるとの見方をも示している(２)｡
その上で､ ｢おられる｣ のように ｢異なる考え方を許容しながら､ 自らの判断で選択す
る事が必要だ､ という状態が､ 敬語に限らず､ 言葉の問題にはしばしば存在する｣ として
いる｡
一方で､ ｢個人的な意見を言えば､ (中略) 『おられる』 より 『いらっしゃる』 のほうが
ずっとスマートであると考え､ 使用しております｣ との見解も述べているため､ ここでは
否定的意見とした｡
⑤小椋秀樹 ｢問11｣ 『新 ｢ことば｣ シリーズ21 私たちと敬語』 (2008)
本書では､ まず ｢おられる｣ が､“謙譲語＋尊敬語”であるから誤用であるとの見方､
｢おる｣ は謙譲語の中でも丁重語に分類されるため､ 正用であるとの見方の両方を示して
いる｡
その上で､ 平成16年度の ｢国語に関する世論調査｣ の結果に基づき､ ｢３割程度の人が
誤用と意識していること､ 正しいと思う人の割合も地域によって多少差があることは注意
しておいていいでしょう｣ と､ ｢おられる｣ を積極的に使用すべきではないと取れる記述
をしている｡
⑥海野凪子・蛇蔵 『日本人の知らない日本語』 (2009)
｢なぎこ先生おられますか？｣ という表現に対し､ ｢『おる』 は居 (い) るの謙譲語なの
で 『られる』 をつけて尊敬の形にしようとしてもダメなんです｣ との記述がある｡
⑦本郷陽二 『言えそうで言えない敬語』 (2009)
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｢○○さん､ おられます？｣ という表現に対し､ ｢謙譲語の 『おる』 に 『られる』 をつけ
ても尊敬語にはならない｣ との記述がある｡
また､ 正しい表現の例として､ ｢○○様はいらっしゃいますでしょうか｣ と記述されて
いる｡
２. １. ２. ｢おられる｣ に肯定的な立場の主張
①奥秋義信 『敬語の誤典』 (1994)
本書では､ ｢おる｣ を ｢おります｣ の形で使用する丁寧語であるとしている｡ 一方で､
｢私は……しております｣ のように､ 謙譲語的な意味を含むとしつつ､ ｢『警報が出ており
ます』 のように､ 事象を表すときには､ 普通の丁寧語にすぎない｣ としている｡ また､ 事
象を表す際には ｢普通の丁寧語｣ となる点が､ ｢申す｣ や ｢参る｣ など他の謙譲語との違
いであるとの記述もある｡
その上で､ ｢『……していらっしゃる』 というほどでもない場面で､ 『……しておられる』
という言い方は､ 敬いの度合いとしても適切だろう｣ と結論付けている｡
②萩野貞樹 『みなさん これが敬語ですよ』 (2001)
｢先生はお休みになっておられます｣ という表現に対し､ ｢ふつうの尊敬表現です｣ とし
ている｡ この例文に関する解説として､ 以下のように述べている｡
世間にはよく､ ｢おられる｣ はよくないと指導する人があるという事情もあります｡
｢おる｣ というのは自分を低めた謙譲語であるから､ それに尊敬の ｢れる｣ をつける
のはよくない､ というのですが､ そんなことはありません｡ ｢おる (をり)｣ が謙譲語
であるというのがそもそもきわめてあやしいし､ また謙譲語には尊敬語はつけられな
いというのははっきりしたまちがいです｡ (中略) ｢おる｣ は謙譲語に使う ｢こともあ
る｣ というべきです｡
以上のように述べているが､ ｢おる｣ が謙譲語ではないという明確な根拠は述べられて
いない｡ また､ 謙譲語に尊敬語がつけられないというのは間違いだということについての
説明は本書に載っているものの､ ｢おられる｣ に適用されるものではなかった(３)｡
③北原保雄 『問題な日本語 どこがおかしい？ 何がおかしい？』 (2004)
｢お連れ様がお待ちになっております｣ という例文に対して､ ｢『…ております』 は､ 尊
敬語ではないので､ この表現はやや不適当です｡ 『お連れ様がお待ちになっておられます』
とすべきでしょう｣ としている｡ このことについて､ 現代共通語では､ ｢おる｣ は卑下あ
るいは尊大な語感を持つが､ 尊敬語の ｢おられる｣ や ｢…ております｣､ 連用形中止用法
の ｢…ており､ …｣ ではそのような感じがなくなる､ と説明している｡ また､ ｢いられる｣
が尊敬語として一般的でなく､ ｢おられる｣ が普通に使われるが､ ｢いらっしゃる｣ の方が､
｢いられる｣ や ｢おられる｣ よりも一段高い敬意を表すとも述べている｡
さらに､ 別ページのコラムでは､ 以下のような記述がある｡
｢いる｣ の尊敬表現として ｢いらっしゃる｣ ｢おいでになる｣ があるが､ 近年は ｢おら
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れる｣ の勢いが強い｡ (中略) ｢おられる｣ は尊敬語､ ｢おります｣ は謙譲語と考える
のが合理的｡
④学研辞書編集部 『日常語から一発変換！ 敬語言い換え辞典』 (2005)
本書は､ 一般的な表現に対して､ その敬語表現を列挙した辞典である｡ 本書の ｢いる｣
の尊敬語は ｢いらっしゃる／おいでになる｣､ 謙譲語は ｢おる｣ となっているが､ ｢参考｣
として以下のような記述がある｡
｢いる｣ の荘重な表現に､ ｢おられる｣ がある｡ また､ ｢おられる｣ は ｢山田くんはお
られますか｣ のように､ 地方によっては ｢いらっしゃる｣ と同様の尊敬語として用い
られる｡ (中略) ｢おる｣ には､ ｢外は雨が降っております｣ のような丁寧語の用法も
ある｡
⑤北原保雄 『問題な日本語その３』 (2007)
“｢おる｣ は謙譲語であるので､ ｢おられる｣ を尊敬語として使うのは間違いではないか”
という旨の指摘に対し､ ｢『おる』 の謙譲語性がそれほど強くなく､ もともと 『いる』 の改
まった形という意識で用いられることがあったことによる｣ と説明している｡ また､ ｢『い
らっしゃる』 は高い敬意を表す語であるため､ もう少し軽い敬意を表すものとして 『いら
れる』 『おられる』 が必要とされている｣ と､ ｢おられる｣ の存在意義に関しても言及して
いる｡
さらに､ ｢敬語の指針｣ にも触れ､ ｢おる｣ は丁重語 (謙譲語Ⅱ) であるため､ ｢おられ
る｣ は許容されるようになったとも述べている｡ 一方で､ 東日本では ｢おる｣ は謙譲語だ
という意識が強く､ ｢おられる｣ を不自然と感じる人も多いとも述べている｡
⑥坂本惠 ｢謙譲語 『おる』 の丁寧語化｣ 『みんなの日本語辞典―言葉の疑問・不思議に答
える―』 (2009)
本書では､ ｢おられる｣ が一概に誤用とは言えない理由を､ ２つに分けて説明している｡
１つ目は､ ｢おる｣ は書き言葉において､ 敬語的色合いがなく使われるという点である｡
この点について､ ｢敬語の指針｣ において ｢おる｣ が丁重語 (謙譲語Ⅱ) に分類されたこ
とを踏まえ､ ｢謙譲語に 『れる』 という尊敬語をつけたと言うより､ 改まった語感の語
『おる』 に尊敬語をつけて表した｣ としている｡ また､ ｢いらっしゃる｣ について ｢話し言
葉的な語感を持つ語である｣ とし､ ｢『おられる』 も､ 『いらっしゃる』 では軽すぎると感
じられ､ かたい語感､ 改まった感じを出したい｣ ときに使用されるとしている(４)｡
２つ目は､ 教育によるものである｡ ｢おられる｣ という表現は､ ｢おる｣ を ｢いる｣ と同
義に使う､ 西日本方言から伝播したものであるとした上で､ ｢『おる』 は謙譲語である､ と
いう教育の結果､ 謙譲語である 『おる』 を相手に使うのは気になる､ 『れる』 をつけて尊
敬語にすることは正しくないという意識が強くなった｣ と述べている｡
２. １. ３. 一般書における ｢おられる｣ の扱いまとめ
｢おられる｣ に対する意見について､ 否定派／肯定派それぞれについてまとめることと
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する｡
まず､ ｢おられる｣ が誤用とされる根拠は､ 以下のようにまとめられる｡
一方､ ｢おられる｣ が許容される根拠には､ 以下のようなものがある｡
２. ２. ｢おられる｣ に関する先行研究
学術論文において､ ｢おられる｣ が議論されたものについて､ 年代順に解説する｡
２. ２. １. 奥秋 (1980)
本論文は､ ｢おられる｣ という表現を全面的に肯定する内容となっている｡ 本論文では､
｢おる｣ ｢いただく｣ ｢いたす｣ のような動詞には ｢丁寧語の使い方のほかにへりくだりの
使い方がある｣ と定義している｡ この定義によると､ これらの動詞は､ (１) のように､
へりくだる相手がいない場合には丁寧語となり､ (２) のように､ へりくだる相手がいる
場合には謙譲語となる｡ また､ (３) のように､ 対応する尊敬語 (｢なさる｣ ｢ご……にな
る｣ など) が存在するにも関わらず､ これらの動詞を使うことは誤りとしている｡
(１) ひかり号が出発いたしました｡
(２) 私が出発いたしました｡
(３) *先生が出発いたしました｡
｢おられる (おられました)｣ という表現については､ ｢『いらっしゃいました』 では､ 『少
し長くなる』 というよりは､ 言葉の価値が重くなりすぎて､ 敬度の逆転を起こすおそれが
あります｣ として､ ｢いらっしゃる｣ の代替に用いられる表現であるとしている｡
その上で､ ｢おる｣ は､ ｢申す｣ や ｢参る｣ と比較して ｢本来丁寧語としての性格をもち
つづけてきた｣ とし､ このことが ｢おられる｣ という表現が容認される理由であると述べ
ている｡ また､ 言葉の ｢ゆれ｣ に関して､ ｢言葉の正しさのよりどころ｣ として､ ｢①語源
②文法 ③通用力｣ の三つを挙げ､ ③が①②を打ち負かすことが､ ｢慣用あるいは慣用の
固定｣ であると述べている｡ その上で､ ｢おられる｣ という表現は､ ｢大きな衝突もなしに､
譲り合いの精神で一応③の形になっているもの｣ であるとしている｡
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①謙譲語である ｢おる｣ に､ 尊敬語である ｢れる｣ をつけるのは文法的に間違いであ
る｡
②実際に用例があったとしても､ 上述の理由から違和感を覚える人が一定数いるので､
積極的に使用するべきではない｡
① ｢おる｣ 単体では､ 卑下や尊大な語感を伴うが､ ｢おられる｣ ｢おります｣ ｢…てお
り､｣ (連用形中止用法) などの用法では､ そのような語感がなくなる｡
② ｢おる｣ は､ ｢敬語の指針｣ が定めるところの“丁重語 (謙譲語Ⅱ)”であり､ これ
は聞き手に対し改まって言う表現であるから､ 尊敬語化しても問題はない (＝ ｢お
る｣ は元々､ 相手にへりくだる意味合いが強くない)｡
③何らかの理由で､ 同じ ｢いる｣ の尊敬語である ｢いらっしゃる｣ を使いにくいとき
に､ 代わりに ｢おられる｣ が使われる｡
本論文の要点をまとめると､ 以下のようになる｡
２. ２. ２. 長谷川 (2005)
本論文は､ ビジネスの場でも徐々に使われ始めている ｢おられる｣ という表現について､
これをどのように説明すべきかについて検討するという内容である｡ 本論文では､ ｢辞書
記述｣ ｢実用書の記述｣ ｢国語審議会｣ ｢ビジネスの現場｣ における ｢おられる｣ (および
｢おる｣ ｢おります｣) という表現の扱いについて述べている｡ 各調査内容とその結果につ
いて､ 以下にその要諦を記述する｡
①辞書記述
本項では､ 19種類の辞書において､ ｢自動詞の部分のみ､ さらに 『丁寧語』 『謙譲語』
『尊敬語』 に関する部分のみ(５)｣ を取り上げて調査を行っている｡ その結果は､ 以下の通
りである｡
＊ ｢おる｣ について
1980､ 1990年代に出版された辞書には､ ｢『おる』 は 『いる』 の西日本方言的で､ やや古
風な言い方｣ という記述が多い｡
＊ ｢おります｣ について
｢『います』 の丁寧語｣ と記述しているものと､ ｢自分や身内の者に対して使い､ 謙譲の
意を表す｣ と記述しているものに分かれる｡
＊ ｢おられる｣ について
辞書・出版社により､ その正誤について正反対の記述がなされている｡ また､ 全く触れ
ていないものも多い｡
②実用書の記述
本項では､ ｢新入社員や就職活動中の学生向けの､ 敬語やビジネスマナーに関する様々
な種類の実用書｣ を取り上げている｡ 調査対象は､ ｢ここ12年｣ (＝1993～2005年？) に出
版されたもの30冊である｡ その結果は以下の通りである｡
＊ ｢おる｣ について
・自分または自分の身内を低めるために使うのが ｢おる｣ と記されているものが多い｡
・｢丁寧語｣ であると説明してあるものは少ない｡
・｢謙譲語｣ であるという説明が付記されているものもある｡
＊ ｢おられる｣ について
｢おられる｣ については､ 各書否定的な記述が多く､ ｢一般的な軽い敬語として 『おられ
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① ｢おる｣ のような動詞は､ 丁寧語に付随して謙譲語的な意味を持つ語である｡
② ｢いらっしゃる｣ では慇懃無礼になってしまう時に､ ｢おられる｣ が用いられる｡
③ ｢おる｣ は､ ｢申す｣ ｢参る｣ などに比べ､ 丁寧語的性格が強い語である｡ そのため､
｢おられる｣ という表現が容認される｡
④ ｢おられる｣ という表現は､ 語源や文法といった規範との衝突なしに､ 慣用として
固定された表現である｡
る』 を容認しつつも､ ビジネスの場での使用を積極的に勧める本はなかった｣ とまとめて
いる｡
③国語審議会
本項では､ 国語審議会より出された文書について触れている｡
＊建議 ｢国語の教育の振興について｣
文化庁では､ 1972年の国語審議会建議 ｢国語の教育の振興について｣ の趣旨に基づき､
｢『ことば』 シリーズ 言葉に関する問答集｣ を刊行していた｡ その中に､ ｢おる｣ について
触れた項目があり､ ｢国立国語研究所 『日本言語地図』 によると､ ｢あそこに人が 『イル』
と言うか､ 『オル』 というか…｣ という質問に対して､ ｢イル｣ と言うと答えたのは東日本､
｢オル｣ は西日本というようにきれいに対立している｣ と記されている｡
＊答申 ｢現代社会における敬意表現｣
国語審議会は､ 2000年12月に ｢現代社会における敬意表現｣ と題する答申を出している｡
そこでは､ 個々の言葉遣いについてではなく､ ｢現代社会における言葉遣いの核をなすも
のは､ コミュニケーションを円滑にする言葉遣いとしての 『敬意表現』 である｣ との認識
に基づいて､ 現代における言葉遣いの在り方を提唱している｡
④ビジネスの現場
本項では､ 筆者が ｢仕事上関係している企業の方々約50人｣ に､ ｢電話､ または直接お
会いして｣､ ｢おられる｣ という言葉をどのようにとらえているかを質問した結果を述べて
いる｡ 結果としては､ ｢仕事の場でも､ 個人的にも 『おられる』 は使わない｡ (これまで意
識したことはないので断言はできないが) 職場では回りでも使われているという認識はな
い｡｣ という回答が多かったということである｡ また､ ｢『おる』 は西日本の方言的表現と
いうことなので､ 大阪に本社がある企業数社にも問い合わせてみたが､ 予想に反して結果
は同じであった｣ とのことである｡ 本論文における筆者の考察を要約すると､ 以下の通り
である｡
２. ２. ３. 坂梨 (1977､ 1998､ 2009､ 2011)
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① ｢おる｣ は元々謙譲語であったが､ 近代では次第に丁寧語として使われるようになっ
た｡ しかし､ 実際には自分や身内をへりくだって言うときに (＝謙譲語的に)､ 扱
われることが多い｡
② ｢おる｣ は元々西日本で方言的表現として使われていたので､ そちらでは ｢おられ
る｣ が尊敬語として使われる｡
③現在では､ ｢おられる｣ は尊敬語として普通に使用され､ 辞書にも載るようになっ
てきてはいるが､ その是非については専門家の間でも意見が分かれるところである｡
④ ｢おられる｣ の敬意は､ ｢いらっしゃる｣ よりも低いとみなされることが多い｡
⑤ビジネスの場では､ ｢いる｣ の尊敬語は ｢いらっしゃる｣ が主流である｡ マナーを
重んじるビジネスの場で ｢おられる｣ は積極的に使用するべきではないとされるこ
とが多い｡
坂梨氏は､ 四度にわたり ｢おられる｣ に関する論文を発表している｡ その内容を各別に
説明することとする｡
①1977年 ｢居られるという言い方について｣
本論文は､ ｢居られる｣ と書いた時に ｢オラレル｣ と読むか ｢イラレル｣ と読むかを論
じたものである｡ それに付随して､ 両者の成り立ちや運用について詳しくまとめられてい
るので､ 取り上げることとする｡
＊動詞 ｢おる｣ について
筆者によりまとめられた動詞 ｢おる｣ の性質を要約すると､ 以下のようになる｡
・｢おる｣ は元々謙譲語であるから､ これを他者の行為に用いると､ 相手を軽んじた表現
になる｡
・｢おる｣ は ｢申す｣ ｢いただく｣ などと同じように､ いわゆる美化語的用法を有するよう
になった｡
・｢おる｣ は文語文脈に多く表れる｡ その際､ 未然形や連用形中止用法で用いられること
が多く､ この用法では (謙譲語的な語感はなくなり) ｢いる｣ と同義に用いられる｡
・｢おる｣ は､ 西日本では東日本における ｢いる｣ と同義に用いられる｡
・｢おる｣ は ｢いる｣ よりも古風な印象を与える｡
＊ ｢おられる｣ と ｢いられる｣ について
前述の ｢おる｣ の性質に加え､ 雑誌や書籍､ 新聞を中心とした用例の収集およびその分
析に基づき､ 筆者は ｢おられる｣ と ｢いられる｣ の違いを以下のように考察している｡
②1998年 ｢『おられる』 再考｣
本論文は､ 前論文を発表して以後､ ｢おられる｣ が誤用であるという意見が起こったこ
とに鑑み､ 筆者が ｢おられる｣ の正否について述べたものである｡ 内容は､ 前論文で述べ
られた考察に対し､ その論を補う形で新たな調査結果が示されている､ というものである
が､ 以下の２つの内容が新たに追加されている｡
＊ ｢おります｣ について
筆者は､ 『新明解国語辞典』 における､ ｢ただ今調べさせております｣ という例文をふま
え､ ｢この例文のように､ 『おります』 はまず自分の行動・動作をいうのに用いられたので
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いられる おられる
意味 可能・受身・尊敬 尊敬
語感 口語的・女性的 文語的・男性的
歴史 比較的古い (近世よりみられる) 比較的新しい (明治よりみられる)
成立
中立待遇の動詞 ｢いる｣ に､ 尊敬の助
動詞 ｢られる｣ が付いたもの
謙譲語から美化語へ変化した動詞 ｢お
る｣ に､ 尊敬の助動詞 ｢れる｣ がつい
たもの
使用
場面
平安文学の口語訳
女性の話し言葉 など
皇族に対して など
ある｡ そして､ それが拡大され｡ (ママ) 今度は話し手の動作に関わることなく､ 『雨が降っ
ております』 のような一般的な動作・作用について表現する場合にも用いられるようになっ
ていったものと考えられる｣ と述べている｡ また､ それに関連して､ ｢このような丁寧な
言い方としての 『おります』 の使用は､ 徐々に 『おります』 に含まれる 『おる』 と尊敬
『れる』 との結びつきをとくに不自然なものとして感ぜしめなくしていっただろう｣ とも
述べている｡
＊ ｢わきまえの敬語｣ について
｢おられる｣ は､ ｢いらっしゃる｣ に比べ､ 天皇や神・主・イエスなどに対して使われる
ことが多い｡ その理由ついて､ 筆者は ｢おられる｣ が ｢わきまえの敬語｣ であるからだと
述べている｡ すなわち､ ｢おられる｣ を用いるのは､ ｢あまりにも身近に､ 生々しく､ 直接
的に表現することを控え､ 一歩身を引き､ ある距離を保つことで敬意を表そうとしている｣
からだということである｡
③2009年 ｢『おられる』 の用例｣
④2011年 ｢『おられる』 の補遺と 『ある意味』 『ある種』 の用例｣
両者は､ ｢おられる｣ は誤用とする言説が､ 時代が下るにつれ強まってきた状況に鑑み､
テレビやラジオなどを含め､ ｢おられる｣ の用例をより幅広く収集している｡ また､ 論文
執筆当時､ ＮＨＫのニュースや新聞の紙面上で ｢おられる｣ を使用すると抗議の声が多く
寄せられる､ 日本語に関するベストセラー本で ｢おられる｣ が誤用として紹介されている
といった､ ｢おられる｣ に対して批判的になりつつある世間の風潮についても言及してい
る｡
２. ２. ４. ｢おられる｣ に関する先行研究まとめ
以上みてきた先行研究の多くは､ ｢おられる｣ に対して肯定的な意見が多い｡ 一方で､
その根拠については断言を避けているものが多い｡ また､ 先行研究においては､ ｢おられ
る｣ について､ 多面的かつ網羅的な研究は行われていないと言える｡ これは､ いわゆる
｢おられる誤用論｣ が､ 比較的最近になって出てきた意見だからであると考えられる｡ そ
のため､ 今一度 ｢おられる｣ の是非について書かれた書籍を収集し､ 考察を行う必要があ
ると言える｡
また､ 特に坂梨 (1977)､ 奥秋 (1980) などは､ 現代と人々の言語感覚に差異が存在す
る可能性がある｡ 従って､ それぞれの論文における資料や考察は､ 現代では通用しないと
考えられるため､ 最新の資料を用いた研究を行う必要がある｡
２. ３. 既存の見解のまとめと問題提起
以上みてきた一般書と学術論文の記述をまとめると､ ｢おられる｣ という表現に関して､
以下のような問題が存在していると考えられる｡
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次節より､ 以上の４つの問題について､ 最新の､ あるいは先行研究では言及されていな
いデータや資料を参照することによって､ 帰納的に回答を考察していく｡ それにより､ 先
行研究にはなかった､ あるいは不足していた視点から､ ｢おられる｣ に対する一考察を導
き出すこととする｡
３. 政府刊行物にみる敬語の指針
政府は文化庁を通じて､ 数年ごとに敬語の指針を示した文書および刊行物を発行してい
る｡ 本節では､ それらの刊行物を調査することを通じて､ 日本語における敬語が政府によっ
てどのように定義づけられているかを述べることとする｡ また､ その内容を年代順にまと
めることで､ 政府の定める敬語の指針がどのように変化していったかについても併せてみ
ていくこととする｡ なお､ 本節における調査により､ ２. ３. で提起した問題のうち､ ①
～③に関する考察を得るものと考えられる｡
３. １. 国語審議会 『これからの敬語』 (1952)
国語審議会とは､ 1934年に設置され､ 1949年に改組された､ 日本の国語政策に関する審
議会である｡ 本文書は､ 第一期国語審議会において､ 敬語部会が文部大臣への建議として
決定したものである｡ なお､ 発行形態が小冊子であるため､ 内容は比較的簡易なものであ
る｡
文書の内容について､ 尊敬語・謙譲語・丁寧語の三分類を基準として解説していく｡
①尊敬語
｢６ 動作のことば｣ の項に､ ｢動詞の敬語法には､ およそ三つの型がある｣ との形式で
解説されている｡ ｢三つの型｣ とは､ ｢れる・られる｣ ｢お～なる｣ ｢あそばす｣ の三つであ
る(６)｡
②謙譲語
本文書には､ 謙譲語について解説した記述は存在しない｡
③丁寧語
｢５ 対話の基調｣ の項に､ ｢これからの対話の基調は ｢です・ます｣ 体としたい｣ との
記述がある｡
また､ ｢付記｣ として､ ｢これは社会人としての一般的対話の基調を定めたものであって､
講演の 『であります』 や､ あらたまった場合の 『ございます』 など､ そのほか親愛体とし
ての 『だ』 調の使用を制限するものではない｣ との記述もある｡
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①動詞 ｢おる｣ は､ どのような性質をもち､ その性質はどのように変化してきたのか｡
②謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 誤りであると言えるか否か｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
④ ｢おられる｣ という表現は､ どのような意味合いを持ち､ どのような対象・場面で
使用されるのか｡
いずれにせよ､ これらの敬語を解説するにあたって ｢尊敬語｣ ｢謙譲語｣ ｢丁寧語｣ といっ
た用語は用いられていなかった｡
３. ２. 文化庁 『｢ことば｣ シリーズ１ 敬語』 (1974)
本書は､ 1972年7月の国語審議会建議 ｢国語の教育の振興について｣ の趣旨に基づき刊
行された ｢ことば｣ シリーズの中でも､ 特に敬語について詳しく解説したものである｡
本書では敬語の種類を以下の四分類としている(７)｡ 本項では､ 全体の論の構成上､ 特に
②謙譲語と､ ③丁重語に関わる部分について詳しく解説していく｡
①尊敬語
｢尊敬語とは､ 話題の人を高く待遇し､ その人に敬意を表する敬語である｡ 話題の人､
その人に属する物・事､ その人の行為・状態などを言うのに用いる｣ と定義されている｡
②謙譲語
｢謙譲語とは､ 話題の人を低く待遇し､ 聞き手あるいは話題の人の相手に敬意を表する
敬語である｡ 話題の人､ その人に属する物・事､ その人の行為・状態を言うのに用いる｣
と定義されている｡
(１) 母が先生にお会いする｡
(２) 弟の申すとおりです｡
(３) わたくしは来月ドイツへ参る予定です｡
上記の (１) では､ 話題の人 ｢母｣ の行為を ｢お会いする｣ と低めて表現することで､
その相手である ｢先生｣ に対する敬意を表している｡ (２) では､ ｢弟｣ の行為 ｢言う｣ を
｢申す｣ と低めて表現することで､ 聞き手に敬意を表している｡ また､ (３) では､ ｢行く｣
を ｢参る｣ と表現して聞き手への敬意を表しているのだが､ この場合､ 話し手が話題の人
になっている｡ 謙譲語の場合は特に､ 話し手や話し手側の人 (家族・仲間など) を話題の
人とするときに用いられることが多い｡
③丁重語
｢丁重語とは､ 聞き手に対して特別の配慮をもち､ 直接､ 聞き手に敬意を表する敬語で
ある｡ (聞き手に敬意を表するという点では､ 前述のように､ 謙譲語の中のある種のもの
も､ これと共通の性質をもつ)｣ と定義されている｡
丁重語は話題の人を高めたり低めたりすることはなく､ ただ聞き手への敬意を表するだ
けのものである｡ 従って､ 下の (４) のような文では､ ｢兄｣ が話題の人物ではあるが､
｢ます｣ という丁重語は ｢兄｣ を高めているわけではない｡ 聞き手への配慮から ｢ます｣
が使われているのである｡ このことは､ (５)､ (６) の例文でも同様である｡
(４) 兄はあす帰ります｡
(５) それが姉の写真です｡
(６) 山本でございます｡
また､ もともと謙譲語であった ｢まいる｣ ｢もうす｣ ｢いたす｣ などは､ 以下の例のよう
――
〈〉
に使われる時には丁重語となる｡
(７) 雪が降ってまいりました｡
(８) 仙台には青葉城ともうす城があります｡
(９) そういたしますと､ 一週間かかりますね｡
ただし､ ｢おります｣ は､ 主に自分の側について使われる丁重語である｡ 従って､ 下の
(11) のように使用することはできない｡
(10) よく承知しております｡
(11) *お客様は応接室におります｡
④美化語
｢美化語とは､ 自分の言葉を上品､ きれいにする敬語である｣ と定義されている｡
３. ３. 文化庁 『言葉に関する問答集 総集編』 (1995)
本書は､ 前項でも取り上げた ｢ことば｣ シリーズのうち､ ｢問答編｣ である ｢言葉に関
する問答集｣ １～20巻の内容を一冊にまとめたものである｡
本書の中に ｢おられる｣ という表現について言及した内容があったため､ 取り上げるこ
ととする｡ なお､ 問の末尾の括弧内の年号は､ その問と回答の初出年を表わす｡
まず､ ｢問 『おられる』 と 『いらっしゃる』 について｣ (1987) という問いに対しての回
答を解説する｡ この問いは､ ｢書いておられる｣ と ｢書いていらっしゃる｣ とでは､ ｢書い
ている｣ という意味において敬意に差があるかどうかという問題である｡ 結論としては､
｢『書いておられる』 と 『書いていらっしゃる』 との間には､ 敬意の差はほとんどないと考
えられる｣ とのことである｡ ただし､ ｢『おられる』 の方がやや文語的で改まった言い方で
あるのに対し､ 『いらっしゃる』 は､ 口頭語的で日常的な言い方がと言うことができよう｣
とも述べられている｡
また､ ｢おられる｣ は ｢謙譲語+尊敬語｣ となり､ 敬語として誤っているのではないか
との指摘に対しては､ ｢元来 『おる』 という動詞は､ 謙譲語として用いられてきたが､ 後
に丁寧語に転じたものと考えられる｣ ｢謙譲語に尊敬の 『れる』 をつけるのは､ (中略) 理
論上おかしいことになるが､ 『おる』 を丁寧語と考えれば､ 尊敬表現として無理はなくな
る｣ との解説がされている｡
このほか､ ｢ 『いらっしゃる』 は､ 東京語の話し言葉としては､ 『おられる』 『いられる』
よりも多く用いられる｣ との記述もある｡
次に､ ｢問 『いらっしゃる』 と 『行かれる』｣ (1990) という問いに対しての回答を解説
する｡ この問いは､ ｢行く｣ の敬語として､ ｢いらっしゃる｣ と ｢行かれる｣ とがあるが､
両者がどう違うかということである｡ この問いに対する回答にあたって､ 筆者は国立国語
研究所報告73 『企業の中の敬語』 の調査を引用している｡ この研究は､ ｢行くか｣ という
ことを相手に尋ねるとき､ ｢行きますか｣ ｢行かれますか｣ ｢いらっしゃいますか｣ のいず
れを使うかについて調査したものである｡ 調査に際し､ 企業の中で部長から部長へ､ 課長
から部長へ､ 主任から部長へ､ 事務員から部長へ尋ねるときに､ 言葉の選択に差が生まれ
るかどうかに注目している｡ 結果として､ より階級が高い人が尋ねるときは ｢行かれます
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か｣ を､ 低い人が尋ねるときは ｢いらっしゃいますか｣ を使う傾向にあることが分かった｡
これらのことから､ ｢行かれますか｣ よりも ｢いらっしゃいますか｣ の方がより高い敬
意を表していると結論付けている｡
最後に ｢問 『申す』 は謙譲語と言われているが､ よく 『申される』 という言い方を耳に
する｡ これは正しいか (後略)｣ (1975) および ｢問 『参られる』 を尊敬表現に使うのは正
しいか｣ (1976) という問いに対しての回答を解説する｡ 回答では､ いずれの問いにおい
ても､ ｢申す｣ ｢参る｣ は自分の動作をへりくだって言う謙譲語であり､ 尊敬の助動詞と結
びつけて使用するのは誤用である､ という旨の回答がなされている｡
３. ４. 国語審議会 『現代における敬意表現の在り方』 (1998)
本文書は､ 第21期国語審議会にて､ 文化庁が実施した ｢国語に関する世論調査｣ (平成
９年１月､ 同12月) の結果や､ 国語施策懇談会 (平成９年２月､ 10年２月) における有識
者等の意見も参考としつつ検討を重ね､ ｢新しい時代に応じた国語施策について (審議経
過報告)｣ として取りまとめ､ 国語審議会会長から文部大臣に報告したものの一部である｡
本文書は､ 主に ｢敬意表現｣ という概念に基づいたコミュニケーション論について述べ
たものであり､ 敬語に関する直接的な解説は少ない｡ その中でも､ 敬語の三分類について
の解説は以下のようになっている｡
①尊敬語は､ 話題になっている人 (多くは相手や相手側の人) を高めて言うときに用
いる言葉である｡
(例) ｢お父様もいらっしゃいますか｣ ｢山田様はお帰りになった｣ ｢お顔｣ ｢貴社｣ ｢お
美しい｣ ｢御多忙｣ ｢ごゆっくり｣
②謙譲語は､ 話題になっている人 (多くは自分や自分の側の人) を低めて言うことに
よって､ 話題になっているもう一方の人 (多くは相手や相手側の人) を高める言葉で
ある｡
(例) ｢父が伺いたいと申しております｣ ｢私が先生にお届けする｣ ｢私ども｣ ｢粗品｣
③丁寧語は､ 自分のことか相手のことかなどにかかわらず､ 相手 (聞き手)に対して
物の言い方を丁寧にする言葉である｡
(例) ｢よい天気です｣ ｢電車が来ました｣ ｢結構でございます｣
３. ５. 国語審議会 『現代社会における敬語表現』 (2000)
本文書は､ 第22期国語審議会で､ 前回の 『現代における敬意表現の在り方』 について､
さらに検討を深め､ その内容を述べたものである｡
内容としては､ 日本語のコミュニケーションにおける ｢敬意表現｣ についての解説をよ
り深めたもので､ 敬語に関する具体的な記述はほとんど見受けられない｡
３. ６. 文化審議会国語分科会 『敬語の指針』 (2007)
文化審議会国語分科会とは､ 2001年に中央省庁再編に伴い､ 国語審議会からその業務内
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容を継承された審議会である｡
本文書の中では､ ｢第二章 敬語の仕組み｣ の中で､ ｢敬語の種類と働き｣ について詳し
く解説されている｡ それに際して､ 敬語を以下のように５種類に分けている｡
上記の５分類に従って､ 本文書で解説されている敬語について､ 謙譲語動詞を中心に以
下にまとめることとする｡
①謙譲語Ⅰ
＜語例＞
伺う､ 申し上げる､ お目に掛かる､ 差し上げる､ お届けする､ 御案内する
＜解説＞
謙譲語Ⅰは､ ｢自分側から相手側又は第三者に向かう行為・ものごとなどについて､ そ
の向かう先の人物を立てて述べるもの｣ である｡
(１) 先生のところに行きたいんですが……｡
(２) 先生のところに伺いたいんですが……｡
上記の (１) と (２) は内容的には同じことを述べている文である｡ しかし､ (２) の
ように ｢行く｣ という動詞を ｢伺う｣ に変えることによって､ 話し手の動作の ｢向かう先｣
である ｢先生｣ を立てた文となる｡ この ｢伺う｣ のような敬語は､ 従来 ｢謙譲語｣ と呼ば
れていたが､ 後述の ｢謙譲語Ⅱ (丁重語)｣ と区別して､ ｢謙譲語Ⅰ｣ と呼ぶ｡
謙譲語Ⅰの行為者 (主語) は､ (１) のように話し手自身である場合のほかに､ 以下の
ようなものがある｡
(３) 息子が先生のところに伺いまして……｡
(４) 田中君が先生のところに伺ったそうですね｡
(５) 鈴木君は先生のところに伺ったことがありますか｡
上記の (３) は ｢自分側の人物｣､ (４) は ｢第三者｣､ (５) は (｢鈴木君｣ あるいは
｢鈴木君の家族｣ に対して話していると考えれば) ｢相手側の人物｣ を行為者 (主語) とし
て述べている文である｡ いずれも､ 行為者の ｢息子｣ ｢田中君｣ ｢鈴木君｣ と比較して､ 動
作の ｢向かう先｣ である ｢先生｣ を立てるべき人物として述べている文である｡
②謙譲語Ⅱ (丁重語)
＜語例＞
参る､ 申す､ いたす､ おる
＜解説＞
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５種類 ３種類
尊敬語 ｢いらっしゃる・おっしゃる｣ 型 尊敬語
謙譲語Ⅰ ｢伺う・申し上げる｣ 型
謙譲語
謙譲語Ⅱ (丁重語) ｢参る・申す｣ 型
丁寧語 ｢です・ます｣ 型
丁寧語
美化語 ｢お酒・お料理｣ 型
謙譲語Ⅱは､ ｢自分側の行為・ものごとなどを､ 話や文章の相手に対して丁重に述べる
もの｣ である｡
(６) 明日から海外へ行きます｡
(７) 明日から海外へ参ります｡
上記の (６) と (７) は内容的には同じことを述べている文である｡ しかし､ (７) の
ように ｢行く｣ という動詞を ｢参る｣ に変えることによって､ 文の ｢相手｣ (＝聞き手､
読み手) に対して丁重に述べた文章となる｡ 従って､ 謙譲語Ⅰが話し手による動作の ｢向
かう先｣ に対する敬意を表す表現だったのに対し､ 謙譲語Ⅱは対話の ｢相手｣ に対する敬
意であるという点で性質が異なる｡
謙譲語Ⅱの行為者 (主語) には､ 以下のような性質がある｡
(８) 私は明日から海外に参ります｡
(９) 息子は明日から海外に参ります｡
(10) 向こうから子どもたちが大勢参りました｡
(11) 夜も更けて参りました｡
(12) *あなたはどちらから参りましたか｡
(13) *先生は来週海外に参ります｡
上記の (８) は ｢自分｣､ (９) は ｢自分側の人物｣､ (10) は ｢第三者｣､ (11) は ｢事物・
事象｣ をそれぞれ行為者 (主語) とした文であり､ このような文で謙譲語Ⅱを使うことは
許容される｡ 一方で､ 謙譲語Ⅱは､ 基本的に ｢自分側｣ の行為に使うものなので､ (12)
(13) のように､ ｢相手側｣ や ｢立てるべき相手｣ の行為について使うことはできない｡
３. ７. 政府の定める敬語の指針まとめ
政府刊行物を追っていくと､ 1952年 『これからの敬語』､ 1974年 『｢ことば｣ シリーズ１
敬語』､ 1998年 『現代における敬意表現の在り方』 などを経て､ 敬語の分類方法は､ 時
代とともに変化していることが分かる｡ 特に､ 2007年 『敬語の指針』 では､ それまで一般
的だった三分類から五分類への変化が明確に示されており､ それぞれの敬語について､ よ
り厳密な定義がなされている｡
以上の変遷を踏まえ､ ２. ３. での問題提起に対する考察を述べると､ 以下の通りであ
る｡
①動詞 ｢おる｣ は､ どのような性質をもち､ その性質はどのように変化してきたのか｡
前述の2007年 『敬語の指針』 における敬語の分類の特徴として､ 謙譲語を２つに分類し
たことが挙げられる｡ 従来､ 謙譲語は ｢自分を低める (＝へりくだる) ことで､ 相対的に
相手を持ち上げる｣ 尊敬表現であるとされていたが､ 謙譲語Ⅱ (＝丁重語) に分類される
敬語は､ その性質を持たないということが示されている｡
すなわち､ 政府刊行物における見解として､ ｢おる｣ にへりくだりの意はないと考えら
れる｡ しかし､ 1974年 『｢ことば｣ シリーズ１ 敬語』 における分類で､ 既に ｢おる｣ が
｢丁重語｣ に分類されていたことから､ 日本語の使用実態の変化に応じて定義が変更され
――
〈〉
たとは考えにくい｡ むしろ､ 元々 ｢おる｣ が持っていた性質を､ より厳密に定義づけただ
けであると考えるべきである｡
②謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 誤りであると言えるか否か
1995年 『言葉に関する問答集 総集編』 にて､ ｢申される｣ ｢参られる｣ の二表現を誤用
であると断言している｡ しかし､ 同書では誤用である根拠を､ ｢『申す』 や 『参る』 は相手
にへりくだって言う表現だから｣ としており､ これは 『敬語の指針』 の記述と矛盾する｡
一方で､ 『敬語の指針』 には､ ｢謙譲語Ⅱは､ 基本的に 『自分側』 の行為に使うものなの
で､ 『相手側』 や 『立てるべき相手』 の行為について使うことはできない｣ という旨の記
述がある｡
従って､ ｢申す｣ や ｢参る｣ のような謙譲語は､ 尊敬語と併用するのが誤用なのではな
く､ 自分側以外の行為について使うことが誤用なのだと考えられる｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
1995年 『言葉に関する問答集』 では､ ｢おられる｣ は ｢(｢いらっしゃる｣ との間に) 敬
意の差はほとんどない｣ と断言している｡ その上で､ ｢いらっしゃる｣ と比較して､ ｢文語
的である｣ ｢敬意が低いとみなされる｣ ｢西日本的である｣ という旨の記載がある｡
これ以後､ 政府刊行物において､ この見解を覆すような記述は発見できないことから､
政府の見解としては､ ｢おられる｣ という表現は誤用ではないと判断しているとみられる｡
４. 国語辞典にみる動詞 ｢おる｣ の意味の変遷
この節では､ ｢おられる｣ という表現について考察するにあたり､ ｢おる｣ という語彙の
意味が戦後どのように捉えられてきたかを調査する｡ なお､ 本節における調査により､ ２.
３. で提起した問題のうち､ ①に関する考察を得るものと考えられる｡
調査にあたり､ 国語辞典を使用し､ 各書における ｢おる｣ の語釈がどのように変化して
いるかを見ていくこととする｡ ｢おる｣ の辞書記述を調べるにあたり､ ９種の辞書を参照
した｡
調査対象とする辞書の選定に際しては､ 以下のような基準を採用した｡
なお､ 刊行年代間の欠を補うため､ 重版がなされていない 『辞海』 『辞林21』 の二冊に
ついても､ その内容を取り上げることとする｡
４. １. 調査の方法
｢おる｣ の辞書記述を調査するにあたって､ 各辞書の語釈における以下の要素に注目す
ることとする｡
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①戦後に刊行されたものであること｡
②戦後から現在に至るまで､ 複数回の改訂がなされていること｡
③様々な出版社および編者により刊行・編纂されたもの取り上げること｡
４. ２. 辞書記述の解説
以下､ 各辞書における ｢おる｣ (存在する場合は ｢おり｣ ｢おられる｣) の語釈の変遷に
ついて解説する｡
本項の解説において､ 各敬語の種類を判断するにあたって､ 以下のような基準を用いた｡
以上の基準によって､ 各辞書の記述を判断し､ 各種の敬語に関する記述が重版によって
どのように追加・削除・変更されていったかについて解説する｡ なお､ 引用個所の下線に
ついてはすべて本論文の筆者によるものである｡
①三省堂 『辞海』
初版 (1952) のみで､ 重版はされていない｡ ｢おる｣ ｢おり｣ 両者が見出し語に採られて
おり､ ｢おる｣ は口語､ ｢おり｣ は文語となっている｡ ｢おる｣ の語釈にのみ ｢自己を卑下
する意｣ という､ 現在の謙譲語的性格を示唆する記述がなされている｡
②三省堂 『新明解国語辞典』
初版 (1972) から第７版 (2011) までが刊行されている｡ 初版 (1972) から第５版
(1997) までは､ ほとんど語釈に変化がなく､ ｢『おります』 は､ 『います』 よりやや丁寧な
言い方｣ と ｢おる｣ の丁寧語的性格を示している｡ 第６版 (2004) から､ 大幅に語釈の分
量が増えており､ 以下のような形で ｢おる｣ の謙譲語的性格ならびに尊敬語としての ｢お
られる｣ という表現にも言及している｡
｢おります｣ の形で話し手自身に関わる動作を述べるのに用いると､ ｢います｣ の謙譲
表現的な気持ちの含意されることが多い｡ 例､ ｢先生がお帰りになるまで､ ここにお
ります／その件については私が承っております｣
｢おる＋尊敬の助動詞 『れる』｣ の ｢おられる｣ は､ ｢おる｣ の謙譲語的な性格にも関
わらず､ 現在では尊敬語として一般に容認されている｡ 例､ ｢社長はどこにおられま
すか／先生は風邪で休んでおられる｣
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① ｢おる｣ (あるいは ｢おり｣ ｢おります｣ ｢おられる｣) の ｢尊敬語｣ ｢謙譲語｣ ｢丁寧
語｣ 的な性格について記述しているか否か｡
②語釈に付された例文に①のような用法がみられるか｡
③同一の辞書が改訂されるにあたって､ ①②の内容に変化がみられるか｡
尊敬語：尊敬語としての ｢おられる｣ の語釈・用例の有無｡
謙譲語：｢おる｣ として自己に対する卑下・謙譲的表現であるとの記述の有無｡
｢おります｣ として丁重語 (謙譲語Ⅱ) であるとの記述の有無｡
丁寧語：｢おります｣ として ｢丁寧｣ あるいは ｢改まった｣ 表現であるとの記述の有
無｡
＊ ｢います｣ との比較によって記述されることが多いと考えられる｡
③三省堂 『三省堂国語辞典』
初版 (1960) から第７版 (2014) までが刊行されている｡ 初版 (1960) では､ ｢『いる』
のていねい語｣ と表記されている｡ 第２版 (1974) 以降､ ｢[『…ております』 の形で] 『…
ています』 よりやや丁寧な言い方｣ と､ 初版より厳密な表記に変わっている｡ 第３版
(1982) では ｢『ておる』 は方言的｣ という注釈を伴い ｢○○氏は～と述べておられるが｣
という例文が存在する｡ 第４版 (1992)､ 第５版 (2001) では､ ｢方言的｣ との注釈がなく
なっている｡ 第６版 (2008) 以降､ 上記の例文が削除された代わりに､ 本動詞の用法の語
釈に ｢『…ておられる』 で尊敬の意味に使うこともある｣ との記述がある｡ また､ この版
から､ ｢おります｣ という言い方に対する解説が ｢丁寧な言い方｣ から ｢丁重な言い方｣
に変わっている｡ 第７版 (2014) では､ ｢おる｣ の可能動詞として､ ｢おられる｣ が新たに
追加されている｡
④三省堂 『辞林21』
初版 (1993) のみで､ 重版はされていない｡ ｢おる｣ の本動詞の意味について､ ｢『いる』
の丁寧語｣ との記述がある｡ また､ 補助動詞の用法については､ ｢｢いる｣ の丁寧語・尊敬
語｡ 『ております』 『ておられる』 の形で用いられ､ 動作・状態が続いていることを表わす｣
との記述がある｡
⑤岩波書店 『広辞苑』
初版 (1955) から第７版 (2018) までが刊行されている｡ 初版 (1955) から第３版
(1983) までは､ ｢おる｣ ｢おり｣ 両方が見出し語になっているが､ それぞれ語釈の内容が
異なる｡ 初版 (1955) では､ ｢おる｣ は ｢＜おり＞の口語｣ とされており､ ｢己を卑下する
意｣ と､ 謙譲語的な性格を示唆する記述がある｡ 第２版 (1969) では､ ｢おる｣ の語釈は
ほぼ省略され､ ｢おり｣ を参照することになっている｡ ｢おり｣ の語釈では､ 初版で ｢おる｣
の側に存在した ｢自己を卑下する意を表わす｣ との記述がある｡ 第３版 (1983) では､
｢おり｣ の方の語釈が省略されている｡ 補助動詞の用法に関する語釈の中に､ ｢自己を卑下
し｣ との謙譲語的性格を示す記述､ ｢『ております』 は 『ています』 より丁寧な言い方｣ と
の丁寧語的性格を示す記述がそれぞれ存在する｡ 第４版 (1991) では､ ｢おり｣ が見出し
語から姿を消している点以外は､ 第３版から変化はない｡ 第５版 (1998)､ 第６版 (2008)
では､ ｢『いる』 の改まった感じの語としても使われる｣ との記述がなされ､ 第３､ ４版で
の ｢丁寧な言い方｣ という表現が消えている｡ また､ 文章での解説はないが､ ｢先生はそ
こに－・られますか｣ ｢見て－・られますか｣ という ｢おられる｣ の用例が新たに追加さ
れている｡ 第７版 (2018) では､ ｢『いる』 より使われる場が減った結果､ 『いる』 の改まっ
た感じの語としても使われる｣ と､ 丁寧語的用法の説明に新たな記述が追加されている｡
また､ 語釈は省略されているが､ ｢おり｣ が再び見出し語として存在している｡
⑥岩波書店 『岩波国語辞典』
初版 (1963) から第７版 (2009) までが刊行されている｡ 初版から第７版に至るまで､
語釈の内容に大幅な変化はなく､ ｢『おります』 は 『います』 よりやや丁寧な感じを与える｣
と､ ｢おる｣ の丁寧語的な性格を表す記述のみ存在する｡
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⑦小学館 『現代国語例解辞典』
初版 (1985) から第５版 (2016) までが刊行されている｡ 初版から一貫して､ ｢『います』
より 『おります』 の方がやや改まった言い方｣ との記述がある｡ 初版 (1985) から第２版
(1993) に改訂されるにあたって､ ｢『おります』 以外の形 (『…ておる』 『…におって』 な
ど) は､ 現代語では古風な､ または尊大な語感を持つ｣ という記述が追加されたこと以外
には､ 語釈に大幅な変更はない｡
⑧小学館 『日本国語大辞典』
初版 (1972-1976) から第２版 (2000-2002) までが刊行されている｡ 初版では､ 本動詞
の用法について ｢自己を卑下し｣､ 補助動詞の用法について ｢自分の言動を卑下し｣ との､
謙譲語的性格を示す記述がある｡ また､ ｢(の形 (動詞の連用形に､ 助詞 『て (で)』 を
添えた形：筆者注) の下にさらに 『ます』 『まする』 を付けて) 相手に改まって言う場合
に用いる｣ と､ 丁寧語的性格を示す記述も存在する｡ 第２版では､ 上記に加え以下のよう
な記述がある｡
近代では､ ｢をる｣ は ｢ゐる｣ に代わって､ オラン､ オッタカ､ 知ッテオル､ ソコニ
オレなどのように､ 話者の尊大な気分を示すようになり､ 同時に ｢をります｣ が ｢ゐ
ます｣ をいっそう丁寧にしたものとして用いられる｡
⑨大修館書店 『明鏡国語辞典』
初版 (2002) から第２版 (2010) までが刊行されている｡ 初版では､ ｢言い切りの形な
どでは､ 古風かつ西日本方言的で､ 尊大な表現ともなるが､ 敬語を表わす 『おられる』
『おります』 の場合はそのような感じがなくなる｣ と､ 尊敬語的用法､ 丁寧語的用法の両
者についての記述がある｡ 第２版では､ ｢おる｣ とは別に､ ｢おられる｣ が見出し語として
存在する｡ ｢おる｣ の本動詞の用法について､ ｢《多く 『―・ります』 の形で》『いる』 『い
ます』 の丁重語｡ 相手 (＝聞き手・読み手) に対する改まった気持ちを表す｣､ 補助動詞
の用法について､ ｢《『…て [で] ―・ります』 の形で》『…ています』 の丁重語｡ 相手 (＝
聞き手・読み手) に対する改まった気持ちを表す｣ との記述があり､ ｢おる｣ の丁重語
(謙譲語Ⅱ) としての性格を示している｡ なお､ 本動詞の用法について､ ｢相手に使う 『明
日は家におりますか』 などは､ 西日本的な言い方｡ 東日本では一般に 『明日は家にいます
か』 となる｣ との注釈がある｡ ｢おられる｣ は ｢いる｣ ｢…て [で] いる｣ の尊敬語・可能
型であるとされている｡ 一方で､ ｢『お客様は今別室におられます』 などは､ 現在では西日
本的な言い方｡ 東日本では一般に 『いらっしゃいます』 『おいでになります』 となる｣ と
の記述もある｡
４. ３. 辞書記述の変遷まとめ
各辞書の記述の変遷について､ ｢おる｣ の ｢尊敬語｣ ｢謙譲語｣ ｢丁寧語｣ のそれぞれの
性格に関する記述がどのように変化したかを基準としてまとめる｡
４. ３. １. 尊敬語的性格
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今回調査を行った中で､ ｢おる｣ の語釈内に尊敬語としての ｢おられる｣ が最初に出現
したのは､ 『三省堂国語辞典 第３版』 (1982) である (ただし用例のみで､ 解説は存在し
ない)｡ 続いて､ 『辞林21』 (1993) には､ 語釈に､ ｢おられる｣ は尊敬語である旨の記述が
現れた｡ その後､ 『広辞苑 第五版』 (1998) にも､ 用例にのみ ｢おられる｣ が現れた｡
2000年代に入り､ 『明鏡国語辞典 初版』 (2002)､ 『新明解国語辞典 第６版』 (2004)､
『三省堂国語辞典 第６版』 (2008) と､ 尊敬語としての ｢おられる｣ が存在することが次
第に明記されるようになった｡ また､ 『明鏡国語辞典 第２版』 (2010) には､ ｢おられる｣
が単独で見出し語として採られている｡
ただし､ 『三省堂国語辞典 第３版』 や 『明鏡国語辞典 第２版』 においては､ ｢おられ
る｣ は､ 西日本方言的であるという注釈がついている｡
４. ３. ２. 謙譲語的性格
『辞海』 (1952)､ 『広辞苑』 (1955-)､ 『日本国語大辞典』 (1972-) には､ ｢自分を卑下す
る意味｣ という､ ｢おる｣ の謙譲語的性格を示す記述が存在する｡ 『新明解国語辞典 第６
版』 (2004) では､ ｢謙譲表現的な気持ちを含むことが多い｣ と記述されている｡ また､
『明鏡国語辞典 第２版』 (2010) では､ ｢おります｣ を ｢います｣ の ｢丁重語｣ としてい
る｡
４. ３. ３. 丁寧語的性格
調査を行った辞書の中では､ そのほとんどが ｢おります｣ を ｢います｣ と比較し､ ｢や
や丁寧な｣ あるいは ｢改まった｣ 言い方であると表現している｡ 『三省堂国語辞典』 にお
いて､ 初版 (1960) では､ ｢ていねい語｣ と表記されていたのが､ 第２版 (1974) では､
｢やや丁寧な言い方｣ という表記に改まっている｡ また､ 『辞林21』 (1993) では､ ｢丁寧語｣
と明記されている｡ 『広辞苑』 においては､ 第３版 (1983)､ 第４版 (1991) では ｢より丁
寧な言い方｣ との表記であったのに対し､ 第５版 (1998) 以降は ｢改まった感じの語｣ と
いう表記に変更されている｡
４. ４. ｢おる｣ の意味の変遷に関する考察
以上の調査から､ ２. ３. における問題提起の ｢①動詞 『おる』 は､ どのような性質を
もち､ その性質はどのように変化してきたのか｣ に対する考察を得る｡
まず､ ｢おられる｣ という表現については､ 1982年刊行の 『三省堂国語辞典 第３版』
に､ その用例があることから､ 少なくとも1980年頃から存在していたと考えられる｡ その
後､ 2000年代に入り､ 各辞書において ｢おられる｣ に関する記述が増えたことから､ 1990
年代～2000年代には､ 既に ｢おられる｣ という表現が､ 辞書編集者にとって無視できない
ほど広く使用されていたことが推測される｡ すなわち､ ｢おられる｣ という表現は､ 元々
｢おる｣ の本質的な意味からは離れた表現であるが､ 時代が下るにつれて一般化した表現
であることが考察される｡ ただし､ ｢おられる｣ が西日本方言的な印象を持つという見方
も､ 根強く存在する｡
謙譲語的性格について､ ｢謙譲｣ という表現をとっている辞書が､ 『新明解国語辞典』 の
第６版､ 第７版しかないことから､ ｢おる｣ の本質的な意味であるとは考えにくい｡ むし
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ろ､ 『辞海』 や 『広辞苑』 などに見える ｢卑下｣ の意味を､ 便宜的に ｢謙譲｣ と表現して
いると考えるべきである｡ 一方､ 『三省堂国語辞典 第６版』 (2008)､ 『明鏡国語辞典 第
２版』 (2010) では､ ｢おります｣ を､ それぞれ ｢丁重な言い方｣ ｢丁重語｣ としている｡
これは､ 2007年に文化審議会より刊行された 『敬語の指針』 において､ ｢おる｣ が丁重語
(謙譲語Ⅱ) であると定められたことに影響を受けたものと考えられる｡ 従って､ ｢おる｣
の謙譲語的性格は､ (｢おる｣ が元々もつ) ｢卑下｣ の意味､ あるいは文化審議会が定める
ところの ｢丁重語｣ として現れるものであると考察される｡
｢おる (おります)｣ の丁寧語的性格については (『三省堂国語辞典 初版』 (1960) およ
び 『辞林21』 (1993) を除き)､ ほぼ全ての辞書で ｢丁寧語｣ という表現をとっていないこ
とから､ ｢おる (おります)｣ は､ 敬語の３分類において､ 丁寧語に分類されるものではな
いという見解が主流であると考えられる｡ 『広辞苑』 における ｢丁寧な言い方｣ という表
現が､ ｢改まった感じ｣ という表現に変更されたのも､ ｢おる (おります)｣ が丁寧語であ
るとの誤解を避けるためであったと推測される｡ 一方で､ 多くの辞書で ｢『おります』 は
『います』 より丁寧 (改まった) 言い方｣ というような表現がなされている｡ これは､ 前
述の 『敬語の指針』 が示される以前に､ ｢おる (おります)｣ の ｢丁重語｣ 的性格が､ 一部
の人により､ ｢丁寧語｣ として捉えられていたことに起因すると考えられる｡
５. マスコミ機関における ｢おられる｣ の取り扱い
日本語の規範を追究する機関として､ テレビや新聞社､ 出版社をはじめとする ｢マスコ
ミ機関｣ が挙げられる｡ これらのマスコミ機関は言葉によって情報を広く発信する立場で
ある以上､ その言葉遣いには細心の注意を払っているはずである｡ 従って､ マスコミ機関
が ｢おられる｣ という表現をどのように使用しているかを調査することで､ 日本語におけ
る ｢おられる｣ の位置づけに関する考察の一助とすることができると考えられる｡ なお､
本章における調査により､ ２. ３. で提起した問題のうち､ ③と④に関する考察を得るも
のと考えられる｡
５. １. 読売新聞に対するインタビュー調査
マスコミにおける ｢おられる｣ の使用実態を把握するために､ 日本の新聞社である読売
新聞に対し､ 文書によるインタビュー調査を行った｡ 以下､ 読売新聞に対するインタビュー
の内容と､ それに対する考察を述べることとする｡
５. １. １. インタビューの内容
読売新聞に対するインタビューの具体的な質問文と回答文については､ 諸般の都合で､
割愛するが､ 質問内容の概要は以下のとおりである｡
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①読売新聞では､ 紙面上で使用する日本語に統一の基準を設けているかどうか｡
②新聞社における校閲の実態とは､ どのようなものか｡
③読売新聞の紙上では､ ｢おられる｣ を使用することがあるかどうか｡ 使用するとし
たら､ どのような場面で使用するのか｡
質問に対し､ ｢読売新聞グループ 広報部｣ より回答をいただいた｡ その内容を要約す
ると､ 以下のとおりである｡
５. １. ２. インタビューの内容に関する考察
以下､ 本節における調査結果に基づき､ ２. ３. の問題提起に対する考察を述べること
とする｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
結論から述べると､ 回答の要約の④より､ 読売新聞では ｢おられる｣ という表現を紙面
上で使用することを許容していることが分かる｡
一方で､ はじめから何の議論もなく使用を許容してきたわけではないということが､ 回
答文中の ｢議論を重ねたうえで｣ という文言から読み取れる｡ 日本語として全く問題のな
い表現であれば､ 議論を重ねる必要はない｡ 従って､ ｢おられる｣ という表現は､ かつて
読売新聞内において､ その正誤が不明確な表現とみなされていたと考えられる｡ また､ 回
答の要約②の内容から､ 時代が下るにつれ日本語の使用実態の変化に即して､ ｢おられる｣
が許容されるべき表現とみなされるようになったということが分かる｡
④ ｢おられる｣ という表現は､ どのような意味合いを持ち､ どのような対象・場面で使用
されるのか｡
回答の要約⑤の内容から､ 読売新聞では ｢おられる｣ の使用を許容しているものの､ 積
極的に使用すべきではないと考えていることが分かる｡ コラムや寄稿文などの例外を除き､
紙面上の文章で ｢いる｣ の敬語表現を使用する際は､ ｢いらっしゃる｣ の方がふさわしい
という姿勢が伺える｡
６. ｢おられる｣ の使用実態
本節では､ ｢おられる｣ という表現が､ 実際の言語運用において､ どのように位置づけ
られ､ 使用されているのかについて調査する｡ なお､ 本節における調査により､ ２. ３.
で提起した問題のうち､ ①､ ③､ ④に関する考察を得るものと考えられる｡
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①読売新聞には､ 記事の執筆・編集・校閲の現場で用いる用字用語の統一化のために､
｢読売スタイルブック｣ 内の ｢用字用語集｣ というものが存在する｡
②新しい言葉や言葉の新用法については､ 校閲部が中心となって検証を行い､ 日々ス
タイルブックに反映させている｡
③記事の校閲は､ 記事によってその手順や期間が大きく異なる｡ 担当者は､ 校閲記者
として採用された者で､ 特別な資格は必要なく､ 新人のうちから業務を通じて校閲
作業について学ぶ｡
④読売新聞では､ ｢おられる｣ について議論を重ねたうえで使用を許容している｡
⑤ただし､ 新聞記事で敬語を使うことは少ないため､ 主にコラムや寄稿文での使用に
限られる｡ それ以外の場面では､ ｢おられる｣ よりも ｢いらっしゃる｣ を使用する
ことの方が多い｡
６. １. ｢現代日本語書き言葉均衡コーパス｣ による調査
｢おられる｣ という表現の使用実態を調査するにあたり､ ｢少納言 KOTONOHA 現代日
本語書き言葉均衡コーパス｣ (http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/ 最終閲覧日：2019
/09/24) を利用する｡
６. １. １. 調査方法
｢現代日本語書き言葉均衡コーパス｣ を利用し､ ｢おられる｣ ならびに類似表現である､
｢いられる｣ ｢いらっしゃる｣ の用例を採集した｡ 採集した用例を分析するにあたり､ ｢お
られる｣ に関する以下の５点に着目した｡
以上の５点について､ ｢いられる｣ ｢いらっしゃる｣ の例との比較によって､ 考察するこ
ととする｡
６. １. ２. 調査結果
調査に際して､ ｢おられる｣ 151例､ ｢いられる｣ 134例､ ｢いらっしゃる｣ 117例をそれぞ
れ採集し､ 前項で示した視点で分析を行った｡
６. １. ２. １. 用例数
｢現代日本語書き言葉均衡コーパス｣ に収録されていた､ ｢おられる｣ ｢いられる｣ ｢いらっ
しゃる｣ の用例数は以下の表の通りである｡
＜検索条件＞
①各動詞について､ 各活用に接続する助詞／助動詞／句読点を可能な限り挙げ､ 検索を行っ
た｡ (例) ｢おられる｣ について､ 未然形に接続する助動詞 ｢ない｣ ｢ず｣ ｢よう｣ → ｢お
られない｣ ｢おられず｣ ｢おられよう｣ で検索したものを合算｡
②連体形の用例数は､ 例えば ｢おられる｣ の場合､“｢おられる｣ 単体での用例数”と
“｢おられる｣ 終止形の用例数”との差によって導くようにした｡
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①各活用 (未然・連用・終止・連体・仮定・命令) によって､ 何例存在するのか｡
②どのような意味 (尊敬・可能・自発など) で使用されているか｡
③本動詞であるか補助動詞であるか｡
④どのような主語を伴って現れるのか｡
⑤どのようなメディア/ジャンルおよび場面で使用されているか｡
おられる いられる いらっしゃる
未然形 134 1440 129
連用形 1975 358 1951
終止形 778 324 600
連体形 1974 914 1493
仮定形 14 20 61
命令形 0 0 0
合計 4875 3056 4234
③ ｢いられる｣ に対する ｢用いられる｣ ｢強いられる｣ ｢率いられる｣ のような検索ノイズ
は､ 可能な限り差し引いた｡ (例) ｢いられる｣ の未然形の用例数は､“｢いられる｣ 単体
の用例数”と“｢用いられる｣ ｢強いられる｣ ｢率いられる｣ の用例数”との差によって
導いた｡
④その他､ 数件の検索ノイズは目視によって排除したが､ 人力によるものなので､ 若干の
誤差が生じる可能性がある｡
６. １. ２. ２. 意味
各表現の意味を考察するにあたり､ ｢おられる｣ および ｢いられる｣ については ｢尊敬｣
｢可能｣ ｢自発｣ ｢受身｣ の４分類､ ｢いらっしゃる｣ については (すべて ｢尊敬｣ の意味で
使用されていることから) ｢いる｣ ｢来る｣ ｢行く｣ ｢ある｣ の４分類を行った｡
各表現の意味の分布は以下の通りである｡
※ ｢可能｣ と ｢自発｣ の分け方については､ ｢思わずには……｣ ｢考えずには……｣ などの
思考に関係する動詞につくものは ｢自発｣､ ｢居ても立っても｣ ｢言う｣ などの具体的な動
作を伴う動詞につくものは ｢可能｣ と判断した｡
｢おられる｣ は､ そのほとんどが ｢尊敬｣ の意味で使用されているのに対し､ ｢いられる｣
はほとんど ｢可能｣ の意味で使用されている｡ また､ ｢いられる｣ が尊敬の意味で使用さ
れるのは､ 書籍においてがほとんどで､ Yahoo!知恵袋／ブログで使用された例は､ 採集
した134例中で１例しか見られなかった｡ また､ ｢おられる｣ が ｢可能｣ ｢自発｣ の意味で
使用される際には､ 未然形で ｢……せずに (は) おられない｣ ｢……しないで (は) おら
れない｣ という二重否定の構文や､ ｢とても……て (は) おられない｣ という強い不可能
性を表す構文で現れることが多かった｡ ｢いらっしゃる｣ については､ ｢おられる｣ ｢いら
れる｣ と意味が重なるところである ｢いる｣ の尊敬語として使用されることが多かった｡
一方で､ 固有の意味である ｢来る｣ ｢行く｣ ｢ある｣ として使用される例も全体の２割近く
存在した｡
６. １. ２. ３. 本動詞／補助動詞
各表現の本動詞／補助動詞の使用数の分布は以下の通りである｡
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意味 おられる いられる 意味 いらっしゃる
①尊敬 139 (92.0%) 16 (12.0%) ①いる 95 (81.2%)
②可能 9 (6.0%) 107 (79.9%) ②来る 12 (10.2%)
③自発 3 (2.0%) 7 (5.2%) ③行く 2 (1.7%)
④受身 0 (0.0%) 4 (3.0%) ④ある 8 (6.8%)
計 151 134 計 117
｢おられる｣ ｢いられる｣ については､ ｢動詞の連用形＋助詞 『て (で)』｣ を伴って､ 補助
動詞として使用される例が比較的多い｡ 一方で､ ｢いらっしゃる｣ は､ 僅差ではあるが本
動詞として使用されることが多いという結果になった｡ また､ ｢ご存じでいらっしゃる｣
のような､ 二重敬語で使用される例も散見された｡
６. １. ２. ４. 主語
採集した用例の分析を行うにあたり､ 主語を以下の５つに分類した｡
①敬意を払うべき人名・肩書
→一般的に､ 目上の人に付される敬称や肩書で示されている主語｡
例) 先生､ 神､ 王､ 首相､ 大臣､ ○○様 など
② ①以外の人名・肩書
→個人の名前や､ 一般的な人称代名詞｡
例) ○○さん､ 彼､ 彼女､ あなた など
③不特定多数の人物・団体
例) 皆さん､ ○○な方､ 企業名､ 省庁の名前 など
④話し相手
→国会答弁における質問相手､ 『Yahoo！知恵袋』 における質問者・回答者など
⑤不明
→前後の文脈から主語が判断できないもの
以上の分類を行った結果､ 各表現が ｢尊敬｣ の意味で使用される際の主語は以下の通り
である｡
｢おられる｣ は､ ①～③の３種類の主語が概ね均等に使用されていることが分かる｡ 一
方で､ ｢いらっしゃる｣ は､ ③の不特定多数に対して使われることが最も多く､ 次いで②､
①の順で使用されることが多いという点が特徴として挙げられる｡ ｢いられる｣ について
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｢おられる｣ ｢いられる｣ ｢いらっしゃる｣
本 31 (20.5%) 40 (29.9%) 67 (57.3%)
補助 120 (79.5%) 94 (70.1%) 50 (42.7%)
計 151 134 117
｢おられる｣ ｢いられる｣ ｢いらっしゃる｣
①敬意を払う 41 (29.5%) 8 (50.0%) 17 (14.5%)
②上記以外 33 (23.7%) 2 (12.5%) 33 (28.2%)
③不特定多数 34 (24.5%) 0 (0.0%) 49 (41.9%)
④話し相手 19 (13.7%) 1 (6.3%) 6 (5.1%)
⑤不明 12 (8.6%) 5 (31.3%) 12 (10.3%)
計 139 16 117
は､ 前述の通り ｢尊敬｣ の意味で使用されることが少ないため､ 有意な差は現れなかった｡
６. １. ２. ５. メディア／ジャンルおよび使用場面
各表現の使用されるメディア／ジャンルを分析するにあたって､ 以下の３つのメディア
／ジャンルに注目した｡
①書籍Ａ (実用書)
書籍の中でも､ NDC における ｢９文学｣ 以外に分類される､ いわゆる実用書などであ
る｡ これらの書籍は､ 比較的文語的な文章で書かれていることが多い｡
②書籍Ｂ (文学)
書籍の中でも､ NDC における ｢９文学｣ に分類されるものである｡ これらの書籍は､
比較的口語的な文章で書かれていることが多い｡ また､ ｢分類なし｣ のものは､ 絵本や児
童文学であったため､ 文学作品に近い性質を持つと判断しこちらに分類する｡
③Yahoo!知恵袋／Yahoo!ブログ
いずれも Yahoo! が提供する､ 掲示板／交流サイトである｡ 前者の用例は､ 質問者と回
答者のやり取りである｡ 後者は､ 各筆者による随筆的な文章である｡ いずれも､ そのメディ
アの性質上､ ｢書き言葉｣ の中でもかなり ｢話し言葉｣ に近い文章であることが多い｡
④国会会議録
国会における発言を記録したものである｡ 元々は ｢話し言葉｣ であるが､ 使用場面の性
質上､ 比較的フォーマルな言葉遣いになっていると予想される｡
各表現における､ 上記３つの用例の分布は以下の通りである｡
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ジャンル おられる いられる いらっしゃる
書籍Ａ
０総記 ３ ４ １
１哲学 13 ８ ２
２歴史 ９ ７ ４
３社会科学 11 18 ３
４自然科学 ３ ６ ０
５技術・工学 ２ ４ ２
６産業 ０ １ ２
７芸術・美術 ６ ８ ３
８言語 ０ １ １
書籍Ａ小計 47 (31.1%) 57 (42.5%) 18 (15.4%)
書籍Ｂ
９文学 48 53 31
分類なし １ ４ ２
書籍Ｂ小計 49 (32.5%) 57 (42.5%) 33 (28.2%)
ウェブ
知恵袋 11 ９ 39
ブログ ７ ５ 10
｢おられる｣ と ｢いらっしゃる｣ を比較すると､ 以下のような特徴がみられる｡
６. １. ３. 調査結果に関するまとめ
前節までの ｢現代書き言葉均衡コーパス｣ による調査結果を基に､ ｢おられる｣ ｢いられ
る｣ ｢いらっしゃる｣ の３つの表現が､ それぞれどのような性質を持っているかについて
まとめ､ 考察する｡
６. １. ３. １. おられる
①意味としては､ ｢尊敬｣ の意味で使用されることがほとんどである｡ ただし､ 未然形と
して特定の構文に現れる際には､ ｢いられる｣ と同様に ｢可能｣ ｢自発｣ の意味で使用さ
れることがある｡
②コーパスにおける4875例中92％程度が ｢尊敬｣ の意味で使用されているとすれば､ その
数は4500近くとなり､ ｢いらっしゃる｣ の用例数を超えることとなる｡
③動詞や形容動詞の補助動詞として使用されることが多い｡
④使用対象に偏りはなく､ どのような人物/団体に対しても使用することができる｡
⑤使用場面としては､ 特に (ジャンルを問わず) 書籍において､ 書き言葉としてよく使用
されている｡ また､ 国会のフォーマルな場で､ 話し言葉として使用されることも多い｡
⑥一方で､ ｢いらっしゃる｣ と比較して､ ウェブ上でのフランクなコミュニケーションに
おける使用例は少ない｡
６. １. ３. ２. いられる
①一般的に､ ｢可能｣ ｢自発｣ の意味で用いられることがほとんどである｡ ｢尊敬｣ の意味
で使用される例も存在するが､ 高齢の筆者による書籍での使用が多い｡
②従って､ 現代語において､ ｢いられる｣ は､ 主に ｢尊敬｣ を表す ｢おられる｣ や ｢いらっ
しゃる｣ とは意味的にほとんど接点を持たない表現であるといえる｡
６. １. ３. ３. いらっしゃる
①必ず尊敬語として用いられる表現であるが､ ｢おられる｣ と異なり､ ｢いる｣ 以外に ｢来
る｣ ｢行く｣ ｢ある｣ の意味で用いられることもある｡
② ｢おられる｣ と比較して､ 補助動詞よりも本動詞として用いられることが多い｡
③使用されるメディア／ジャンルとしては､ 書籍Ｂ (実用書) よりも､ 書籍Ａ (文学) で
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ウェブ小計 18 (11.9%) 14 (10.4%) 49 (41.9%)
国会会議録 35 (23.2%) １ (0.01%) 12 (10.3%)
その他 ２ (1.3%) ５ (3.7%) ５ (4.3%)
合計 151 134 117
① ｢おられる｣ は､ 書籍Ａと書籍Ｂの割合がほとんど同じであるのに対し､ ｢いらっ
しゃる｣ は､ 書籍Ｂの割合が高い｡
② ｢いらっしゃる｣ は ｢おられる｣ と比較して､ ウェブにおける使用の割合が高い｡
③ ｢おられる｣ は ｢いらっしゃる｣ と比較して､ 国会会議録における使用の割合が高
い｡
の使用が多い｡
④国会会議録では出現数が少ない｡
⑤Yahoo!知恵袋／ブログなどのウェブサイトにおいては､ ｢○○の方がいらっしゃいまし
たら～｣ という形で､ 不特定多数に対する呼びかけや問いかけに使用されることが多い｡
６. １. ４. 調査結果に関する考察
以上の調査結果より､ ２. ３. における問題提起に対する考察を述べることとする｡
①動詞 ｢おる｣ は､ どのような性質をもち､ その性質はどのように変化してきたのか｡
｢おられる｣ という表現が､ ｢～せずには (～ないでは) おられない｣ の形で使用される
際には､ ｢おる｣ に謙譲語的な意味合いが含まれているとは考えにくい｡ 従って､ 現代語
において､ ｢おる｣ という動詞そのものの敬語的性質は薄い､ あるいは意味の一部分を担
うに過ぎないと考えられる｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
｢おられる｣ という表現を ｢尊敬｣ の意として使用している例は､ コーパス上で4500例
近く存在するとみられる｡ これは､ ｢いらっしゃる｣ とほぼ同等の頻度で使用されている
ことになる｡ また､ 使用場面や対象も､ 非常に幅広いことから､ かなり広く容認されてい
ると考えられる｡
④ ｢おられる｣ という表現は､ どのような意味合いを持ち､ どのような対象・場面で使用
されるのか｡
｢おられる｣ は ｢いらっしゃる｣ に比べ､ ｢神｣ や ｢陛下｣ など高い敬意を表すべき対象
を主語に取る例が多い｡ 従って､ ｢いらっしゃる｣ より一段高い敬意を表す表現であると
認識している人が一定数いる可能性がある｡ また､ ｢おられる｣ は､ 国会などのフォーマ
ルな場面や､ 書籍における書き言葉として使用されることが多く､ ｢いらっしゃる｣ は､
ウェブ上や文学作品における､ 話し言葉的な文脈で使用されることが多い｡ 従って､ ｢お
られる｣ は ｢いらっしゃる｣ に比べ､ 書き言葉的で固い印象を与える表現であると考えら
れる｡
｢いらっしゃる｣ よりも ｢おられる｣ の方が､ 補助動詞として使用されやすいのは､ ｢い
らっしゃる｣ は ｢おられる｣ と比較して文字数が多く､ 本動詞と合わせて述語が長くなっ
てしまうのを防ぐために､ 無意識に ｢おられる｣ が選択されているからだと推測できる｡
なお､ ｢いらっしゃる｣ のもつ ｢来る｣ ｢行く｣ ｢ある｣ の意味を､ ｢おられる｣ は持ってい
ないため､ そこでも差別化を図っていると考えることもできる｡
６. ２. 文化庁 『国語に関する世論調査』 について
文化庁が､ 平成７年より毎年 ｢国語に関する世論調査｣ を行っている｡ これは､ ｢日本
人の国語に関する意識や理解の現状について調査し､ 国語施策の立案に資するとともに､
国民の国語に関する興味・関心を喚起する(８)｣ ことを目的としたもので､ 毎年2000人程度
の16歳以上の男女を対象に､ 個別面接による調査を行っている｡
６. ２. １. ｢おられる｣ ｢申される｣ に関する調査内容
年度によって調査内容は異なるが､ ある年度では本論文の研究内容に関わる表現､ ｢お
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られる｣ と ｢申される｣ について､ その許容度に関する調査が行われている｡
それぞれの表現に関する各年度の調査結果は､ 以下の表のとおりである｡
いずれも､ ｢謙譲語＋尊敬の助動詞 『レル』｣ の形の表現であるが､ その許容度の変化に
は差がある｡ ｢申される (申された)｣ については､ 年度が下るごとに ｢気になる｣ の割合
が上がり､ ｢気にならない｣ の割合が下がっている｡ 一方で､ ｢おられる (おられますか)｣
は､ ｢正しい｣ の割合こそ下がっているものの､ ｢正しくない｣ の割合はほとんど上がって
おらず､ ｢どちらともいえない｣ の割合だけが上がっている｡
６. ２. ２. 『国語に関する世論調査』 に関する考察
上記の結果から､ ２. ３. における問題提起に対して､ 以下のような考察が導き出され
る｡
②謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 誤りであると言えるか否か｡
｢申される｣ に関する調査結果によると､ ｢謙譲語＋尊敬語｣ の表現は､ 時代が下るにつ
れて許容度が下がる傾向にある｡ 従って､ 人々の規範意識の中では､ 謙譲語に尊敬語を付
す表現は､ 誤りであるという考え方が一般的になりつつある｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
｢おられる｣ に関する調査結果によると､ その許容度は下がるというよりも､ その正誤
の認識が曖昧になりつつあると考えられる｡ とはいえ､ ｢申される｣ は誤用であるとの認
識が広まる中でも､ ｢おられる｣ はその許容度を保ち続けていると言える｡
７. 全体のまとめ
これまで調査と考察を行った内容を踏まえ､ ２. ３. 節で掲げた４つの問題提起に対し
て､ 回答を考察していくこととする｡
①動詞 ｢おる｣ は､ どのような性質をもち､ その性質はどのように変化してきたのか｡
従来､ 動詞 ｢おる｣ は､ 謙譲語であると考えられてきた｡ そして､ 謙譲語の性質とは､
｢自分を低める (＝へりくだる) ことで､ 相対的に相手を持ち上げる｣ ものであるとされ
てきた｡ しかし､ 2007年の 『敬語の指針』 によると､ ｢おる｣ は謙譲語Ⅱ (＝丁重語) に
分類される動詞であり､ 上記のような謙譲語の性質は持たないとされている｡ 国語辞典に
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｢申された｣ 気になる 気にならない どちらとも
平成７年 41.4％ 54.2％ 2.9％
平成15年 54.1％ 33.1％ 11.4％
平成25年 63.1％ 25.8％ 10.3％
｢おられますか｣ 正しい 正しくない どちらとも わからない
平成９年 64.4％ 30.0％ 3.3％ 2.4％
平成16年 58.3％ 30.3％ 9.0％ 2.3％
おいて ｢おる｣ と ｢謙譲語｣ であるとする記述が少ないことも､ その傍証である｡ むしろ､
比較的古い年代の国語辞典における語釈に見られる ｢卑下｣ という意味が､ 便宜的に ｢謙
譲語｣ と認識されていたと考えるのが妥当である｡ 先行研究や一般書､ 辞書記述において､
｢おる｣ を丁寧語とする見方があったのは､ ｢おる｣ が持つ丁重語的性格が丁寧語として捉
えられていたためだと考えられる｡ また､ 1960年刊行の 『三省堂国語辞典 初版』 の中に､
｢『いる』 のていねい語｣ という記述があったことから､ 遅くともこの頃には既に ｢おる｣
が丁重語的な語感をもつようになっていたことが分かる｡
以上のことをまとめると､ ｢おる｣ はその性質が変化したというより､ ｢時代が下るにつ
れ､ 語の性質に合わせてより厳密な定義がされるようになった｣ と考えるべきである｡ な
お､ ｢おる｣ 単体では､ 丁重語的性格は現れず､ ｢おります｣ の形で ｢います｣ の丁重語に
なるということは､ 複数の国語辞典の記述にもある通り注意が必要である｡
②謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 誤りであると言えるか否か｡
結論から言うと､ 一般的に誤りであると考えられる｡ これは､ 規範としても､ 日本語話
者たちの認識としても誤りであると言える｡ まず､ 1995年の 『言葉に関する問答集 総集
編』 において､ ｢申される｣ ｢参られる｣ のような謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 誤用であ
ると断言されている｡ 2007年の 『敬語の指針』 においても､ ｢申す｣ や ｢参る｣ のような
丁重語は､ 自分側以外の行為に関しては使えないとされている｡ すなわち､ 丁重語に尊敬
語を付加する表現は理論上ありえないということになる｡ また､ 文化庁による 『国語に関
する世論調査』 によれば､ ｢申された｣ という表現の許容度は､ 年々下がっていることが
分かる｡
以上のことから､ 謙譲語に尊敬語を付す表現は､ 現代の規範的な日本語としては誤りで
あると言える｡
③ ｢おられる｣ という表現は､ どの程度容認され､ 使用されているのか｡
現代において､ ｢おられる｣ という表現は､ かなり広く容認され､ 使用されていると考
えられる｡ ｢おられる｣ という表現は､ 政府刊行物やいくつかの国語辞書において､ 正用
として記載されている｡ また､ マスコミ機関においてもその使用が認められている｡
さらに､ コーパスによる調査では､ 同義の表現である ｢いらっしゃる｣ とほぼ同程度の
用例数が存在した｡ また､ 使用対象や場面､ ニュアンスなどにおいて､ ｢いらっしゃる｣
との使い分けがされており､ 日本語における表現として一定の地位を確立しているものと
考えられる｡ 文化庁による 『国語に関する世論調査』 では､ 二回にわたり ｢おられる｣ と
いう表現の正誤に関する調査が行われたが､ いずれも６割前後の人が ｢正しい｣ と判断し
た｡
以上の事から､ ｢おられる｣ という表現は､ 多くの人々にとって違和感のない表現とし
て容認され､ 幅広い場面や対象に使用されていると判断することができる｡
④ ｢おられる｣ という表現は､ どのような意味合いを持ち､ どのような対象・場面で使用
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されるのか｡
コーパスにおける使用実態の調査から､ ｢おられる｣ は ｢いらっしゃる｣ と比較して､
｢一段高い敬意を表す｣ ｢書き言葉的で固い印象を与える｣ といった性質を持つ表現である
と言える｡ 従って､ 対象としては ｢神｣ や ｢天皇｣､ ｢○○様｣ といった､ 高い敬意を表す
るべき相手に使用される｡ また､ 場面としては､ 国会などのフォーマルな場や､ 実用書な
どにおいて書き言葉的な表現をする際に使用されることが多い｡ 一方で､ ウェブや文学作
品などで､ 話し言葉的な表現がされる際には､ ｢いらっしゃる｣ が使用されることが多い｡
８. 結論
前節のまとめを踏まえ､ ｢おられる｣ という表現に関する考察とその位置づけを述べる
こととする｡
まず､ ｢おられる｣ という表現の正誤についてである｡ 本稿では､ ｢おられる｣ という表
現は正用であると判断する｡ 理由としては､ 前節の③にもある通り､ 今回調査対象とした
｢政府刊行物｣ ｢辞書記述｣ ｢マスコミでの使用｣ ｢実用例｣ の４つ全てにおいて ｢おられる｣
という表現が許容されていると考えられるからである｡ 文章化された規範でも､ 現実の使
用実態でも認められているということは､ ｢おられる｣ は正用と言わざるを得ない｡ また､
同義の表現 ｢いらっしゃる｣ とも､ 前節の④で示した観点から差別化された表現であると
言える｡ このように､ ｢おられる｣ は､ 日本語における一つの表現として､ 独立した地位
を持つものであると言える｡
一方で､ 前節の②で示した通り､ 謙譲語Ⅱ (丁重語) に尊敬語を付す表現は誤りである
(＝他人側の行為について丁重語を使用することはできない) と考えられる｡ この点に対
する解決策として､ 以下のように ｢おる｣ という動詞の定義を改める必要があると考えら
れる｡
以上の定義が､ 現代日本語における ｢おる｣ ならびに ｢おられる｣ の新たな位置づけで
あると考えるのが妥当である｡
【注】
(１) ｢おる｣ を美化語とみなしている文献は (今回調査対象としたものの中では)､ 本書
のみである｡
(２) ｢おる｣ が丁重語であるから､ ｢おられる｣ は誤用というのは､ ⑤の小椋 (2008) と
全く逆の理論となる
――
〈〉
① ｢私は部屋におります｣ のように､ 丁寧語を伴って､ 自分側の行為について言う際､
｢おる｣ は丁重語とみなされる｡
② ｢先生は部屋におられる｣ のように､ 尊敬語を伴って､ 他人側の行為について言う
際､ ｢おる｣ は謙譲語的な意味を持たない動詞とみなされる｡
③ ｢私は部屋におる｣ ｢先生は部屋におる｣ のように､ 丁寧語や尊敬語を伴わずに
｢おる｣ だけが文中に現れることは､ 現代日本語においては一般的な表現ではない｡
(３) 敬意の向かう先が複数に分かれる時 (社長に対し部長の状況を説明する際など) に
おいては､ 謙譲語に尊敬語をつけても問題ないと説明している｡
(４) これは､ 北原 (2004､ 2007) の意見と相反する｡
(５) 本動詞 (補助動詞以外) としての用法を指していると思われる｡
(６) このうち ｢あそばす｣ 型は､ ｢これからの平明・簡素な敬語としては､ おいおいに
すたれる形であろう｣ とされている｡
(７) ただし､ ③丁重語､ ④美化語については､ ｢ふつう丁寧語と呼ばれるものを､ 丁重
語と美化語の二つに分ける｣ としている｡
(８) 『平成30年度 ｢国語に関する世論調査｣ の結果について』 より引用
(https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa
/pdf/r1393038_02.pdf)
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